




キャンプ当日は、御在所岳登山が悪天候のため中止となり

ました。しかし、周辺散策や川遊び等の非日常環境を利用し

たダイナミックなあそび活動は実施でき、子どもたちの生き

生きとした表情を見ることができました。キャンプの醍醐味

であるキャンプファイヤーでは、各グループがしっかり練習

を積み重ねて、それぞれに工夫を凝らした素晴らしい発表を

見せてくれました。この発表を作り上げるために多くの時間

を割きました。回を重ねるごとにグループの一員として活発

に意見交換する姿がみられ、ある時は他児の意見を素直に受

け入れるなど、同年代集団の中で対人スキルを身につける良い機会となりました。みんな自分なりの達成

感や満足感を味わうことができ、また一つ成長を感じられました。 

治療キャンプは終わりましたが、日常生活は続きます。今後はキャンプで取り組んだ目標の成果を日常

生活場面で生かしていくことが大切になります。これからも子どもたちが新たな目標に向かって取り組め

るように、日々の支援を続けていきたいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

7月31日（金）に、30周年記念シンポジウムを開催しました。

～地域子育て支援の更なる充実をめざして～と題し、450名以

上の方にご参加いただきました。 

基調講演には横浜市こども青少年局中央児童相談所長の金井

剛先生をお迎えしました。その後、「発達障がいの当事者からの

メッセージを支援に」というテーマで高校生の堀田耕平さん、

社会人の荒田晴紀さんのお二人にご自身の経験をふまえてお話

をしていただき、討論をしました。 

アンケートに「具体的な事例を聞けて良かった」、「未来に希

望を持てるパワーをいただいた」など、たくさんの心強い言葉

をいただきました。 

 

 

来年度の講演会は、平成28年8月26日（金）、 

三重県総合文化センター中ホールにて開催予定です。 



（平成 28 年１月 14 日現在） 

曜 日 月 火 水 木 金 

１ 診 中 島 西 田 西 田 大 橋 大 槻

２ 診 大 槻 中 西 石 田 中 西 柿 元

３ 診      

４ 診 柿 元 中 島 中 野  中 野

退職のご挨拶 

        ～３年間ありがとうございました～ 

               谷口（笹岡）佳美 医師 

 

あすなろ学園での約 3 年間、本当に毎日が楽しくてかけがえのない経験と

なりました。 

私が児童精神科医になりたいと思ったのは佐々木正美先生著、相田みつを書の「育てたように子は育つ

―相田みつをいのちのことば」を学生時代に読んだことがきっかけでした。その際に児童精神科医という

職業が存在することを初めて知り、興味を持ちました。そして、十数年前まであすなろ学園に勤務されて

いた大学の先輩である砂原千穂先生の話を聞き、あすなろ学園の存在を知りました。どうすれば私もあす

なろ学園で働けるのか医学部 6 年生のときに総務課に問い合わせをしたことがあります。医師としてステ

ップを踏まないとあすなろ学園には行けないことを知り、大学病院の精神神経科に所属して、あすなろ学

園に行ける日を夢見ていました。 

その願いがついに叶い、平成 24 年 10 月から働くことになりましたが、最初は三重県という全く馴染

みのない土地でこども臨床のプロの人たちの中で果たして自分はやっていけるのか不安でいっぱいでし

た。当時の日記を読み返すと、今思うととっても小さなことに緊張したり、一喜一憂したりする様子が記

載されていて、懐かしく思います。 

この 3 年間を振り返ると、医師としてだけではなく、一人の人間としても職員の皆さん、子ども達やそ

のご家族、関係機関の方々に育てて頂いたなと感謝の気持ちでいっぱいです。子どもたちには未熟な私を

よく受容してもらったなと感じます。 

もっともっとあすなろ学園で働きたいという気持ちが強くありますが、今後は大阪に戻り、こども臨床

を続けていくことになりました。あすなろ学園での経験を大切に、成長を続けていきたいと思います。 

これからもよろしくお願いします。本当にありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

外 来 診 療 の ご 案 内 

＊診察は完全予約制です。 

 都合により変更になる場合もあります。 

●予約電話番号 ０５９－２３４－９７００ 

   ９：００～１２：００ 
 １３：００～１６：３０ 

予約電話 
受付時間 

（月～金） 


